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１．はじめに

日本では地震や台風などの自然災害がよく発生し、

人々の生活に危機感を与えている。日本では古い建物も

たくさんあるため、地震が発生する時 に、住宅が倒壊で

ある危険がある。したがって、常時、建物の構造健全性

を監視することが重要な分野である［１］。本研究では

戸建て住宅を対象とし、安価・簡易に構造物の振動を計

測するためのシステム構成について論じる。

２．システム構成

複数の計測・通信装置が 100Hz で各装置の加速度デー

タを常時、計測する。遅いサンプリングで監視を行う。

各計測・通信装置は時刻同期を NTP で行う。振幅がしき

い値以上に達した時、早いサンプリングで計測して、3 分

間の記録を行い、ルーターを経由してサーバーへデータ

を送信する。データは Wallstat で解析し、地震のシミュ

レーションを行う。最後は、罹災証明書の発行、避難所

への非難 or 自宅待機の判断、修理・補修などの評価が

できるようになる。

３．加速度センサの主軸感度の同定手法

実験の結果はセンサーと地面を平行（0°）に置くと約

２％程度精度が上がる。これらの結果から、提案手法の

妥当性が示されたと考えられる。［２］

センサ向き​ -90° 0° 90° -0°

実験 1 90.5 92.8 90.6 90.4

実験 2 90.3 92.6 90.2 90.3

４．時刻同期手法の有効性

0～30 秒区間 30～60 秒区間

Device1 100Hz

Device2 110Hz

Device3 90Hz

Device4 100Hz 110Hz

４つの加速度波形とも、位相がほぼ合っており、時刻

同期に成功している。［３］

５．振動台のを作る

今回の実験では、震度 7 の地震の本当効果をシミュレ

ーションする必要である。そのため、振動台（図１７）

を作る必要である。目的は地震中の作成した装置の評価

についてなる。

ダイヤル目盛り 加速度(m/s2) 電圧(V) 電流(A) 震度

5.0 0 16.6 0.02 0

5.2 2.3～2.4 35.53 0.053 2

5.4 3.1～3.3 37.65 0.057 3

5.6 4.0～4.2 38.25 0.057 4

5.8 5.9～6.1 41.02 0.057 6 強

6.0 6.9～7.1 43.46 0.057 7

６．今後の課題

提案手法によって構造解析に必要な振動データを計測

できことを確認した。今後は実際の住宅での計測実験と

エッジデバイス間での同期による精度向上を予定してい

る。
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